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つくっている。 SM2は局所的に観察される。 3 回自の変形（~3）はゆるやかな摺曲（FM3）とちり
めんじわへき開（SM3）を影成している。 4国自の変形（DM4）はゆるやかな摺曲（FM4）を形成し
ているO 以上の変形構造の中で、徴小構造として普遍的に観察されるものは、 SM1とSMzであり、 匡
















く2μmで 151-215Maの若い年代が、 2-lOμmでは 215-250Maの古い年代が、それ以上の粒径で
は両者の中間の年代が得られた。各試料のく2μmのフラクションの年代の変化は顕微鏡下におい
て観察されるスレートへき開（SNI）の発達と調和的であり、スレートへき開の発達のよいものほど、
その年代は若くなっているむ従って、錦層群の白雲母の結晶度の灘定値もあわせて考えると、測定
された江沼全ての年代は堆積性の鉱物の影響を受け、実際の変成年代よりも古い年代が得られてい
るものと判新される。くZμm以下の年代で、ほほ完全に再結晶した可龍性があるサンプルの年代
が150Maであること、次に若い年代が約 170Maであることを考えると、錦署群の受けた変成作用
の時期はジュラ紀後期から白亜紀最前期の間のいずれかの時期であると誰定される。
以上の結果を踏まえて、都濃暑群と錦層群の変成年代、両者の地震学的関係、および、西高日本内
帯の地質構造形成史について考察した。蔀濃層群と錦層群の変形構造、変成年代について今回得ら
れた結果は過去の研究結果とは大きく異なっており、錦暑群の受けた変成作用が三郡変成作用では
ないことを示している。両者の間には低角正断層である北山断層が存在する。都濃層群と錦屠群の
関係辻、三郡変成岩と秋吉苦の古生層との一般的な関係として成り立っているものと考えられる。
一般的に酉南E本内帯にみられる変或岩には、片理面とちりめんじわへき開を変形構造として持つ
ものとスレートへき開を持つものとがある。話者は三郡変成岩に特護史的な変形であり、後者は低度
の変成作用を受けた中・古生屠が持つ変形である。変形溝造に注巨すると、現在考えられている三
郡変成岩の区分には問題がある。これまで報告された研究成果を考慮に入れると、スレートへき開
は古生暑である秋吉帯、舞鶴苦、中生暑である丹波菅において同時に形成された可能性が強い。従っ
て、中・古生代の地層が受けた抵度変成作用の時期は、付加体の形成年代とは禁関係であると考え
られるむ弘上の事柄を考慮して、西南E本内帯の地質講造形成史を表すモデルを考察した。
